
 

 

 

 

 

オーストラリアにおける意思決定支援/ACP の、仕組み、

実装課題、専門的支援者との連携に関する報告 
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研究要旨 

本研究は、障害者支援施設や共同生活援助事業所等における高齢障害者への看取りマニュアルの

実装に向け、オーストラリアにおける視察を通じて、知的障害者の終末期支援に関する意思決定支援

や ACP に関する、制度、実践、教育、当事者参画の実際を把握し、日本での看取り支援のあり方を検

討したものである。豪州では、ACP、代理意思決定、多職種連携、当事者参加、特に、Easy Read 資

料、支援者教育等が比較的整備され、本人の希望を生活全体の延長として支える実践がみられた。今

後の日本の看取り支援では、終末期の医療判断だけでなく、日常生活の中で本人の価値観や選好を把

握し、共有する仕組みが必要である。 
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⑦ ⑨
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障害者支援施設等における看取り支援に必要な構造 
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